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南極蹟石の発見一その3｡

明石の見分げ方と隈石の種類

矢内桂三エ)

1.はじめに

限石は地球を含めた太陽系の誕生,惑星の起源と

進化に関する貴重な情報を秘め,惑星科学･宇宙科

学研究に不可欠な試料である.しかし,一般に限石

は博物館などに保管され,研究に使用できる機会は

制約され続けてきた.この状況を打破したのは

1969年米国による｢月の石｣の回収,メキシコの

rアイソデ明石｣の落下と日本の南極観測隊が主役

となった｢南極限石｣の発見であろう.

月の石は科学が人類の希望をかなえてくれた最高

の快挙であった.宇宙飛行士によって持ち帰られた

｢月の石｣ほど人々をドキドキさせる,これ以上の

興奮を与えたことがかってあっただろうか.アイソ

デ明石の白い小さた塊はまさに惑星が誕生しようと

している46億年前の一瞬を記録していた.また南

極では1969年以降日本に続いて米国の南極観測隊

により大量の｢南極限石｣が発見され,これが世界

の宇宙科学に大きな影響を及ぼした.特に日本の惑

星科学や隈石研究に果たした役割は大きく,今や南

極限石抜きにこの分野の推進は語れたいと言っても

過言ではなかろう.

月の石,アイソデ噴石,南極限石の研究は現在で

も惑星科学研究の中心で,今後もますますその重要

性は高まるであろう.特に南極限石はその後も発見

が相次いでいるので大変重要である.限石は惑星研

究に不可欠な試料であることは言うまでもないが,

惑星科学にとって新しい発見の可能性を秘めたかげ

がえのない物質であると言えよう.そのためには今

後の贋石探査の実施一新しい明石の発見･採集が不

可欠であることは論を待たない.

すでに本稿その1,その2で南極に於ける隈石探

査について詳しく述べた(矢内,1991;1992).その

3では隈石の見分け方や分類を中心に南極限石には

どんたものがあるのか,新種の明石や稀な限石種を

具体的に紹介しながら明石グノレｰプの構成を紹介し

てみたい.

2.唄;百とはどんなものか,どんなものが明

石'か

｢隈石とは何か｣と言う科学的な意味･重要性と

は別に明石を探す立場から明石とはどんなものカ㍉

どんたものが隈石か1明石としての識別(鑑定)･見

分げ方を説明する必要があろう.

隈石の発見回収には2つの型がある.1つは落下

が目撃されてすぐに採集された場合でr落下腹石

(fa11)｣と言う.もう1つは落下した時期は不明で

あるが,後に発見された場合で,これをr発見明石

(五nd)｣と呼んで区別する.両者の違いは明確た場

合が多いが,言葉の争いになるような場合もまま見

受けられる.例えば火球の落下が目撃されても採集

が後年になった場合これは落下なのか,発見たの

か,さらに火球と隈石が同一かどうか疑問も出てこ

よう.fa11も丘ndも隈石として特別な差異があるわ

けではなく,fa11の場合は明石種の落下頻度が統計

上分かり,また落下直後であれば短寿命の宇宙線生

成核種の測定ができる.しかし何と言ってもfauの

最大利点はその“新鮮さ"にあろう.南極限石はす

べて``五nd"であり,南極と言えどもそれたりに風

化の影響はまぬがれない.南極以外で発見された場

合は特に風化が激しく,唄鉄などはサビの塊に変わ

り,石質蹟石は簡単に消滅してしまう.落下限石の

回収は文明社会の成立以降になるので,おのずから
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回収期間には限りがあり(おおよそ数100年),その

結果回収される個数も種類も限られる.一方,発見

噴石の方は今までの蓄積を見ることになるわけで個

数も多く質も多彩ということになる.特に南極限石

(発見明石)は過去200万年ほどに蓄積されたもので

あり･すべての限石種を含む可能性さえある.

限石の顕著な特徴は溶融皮殻(fuSiOnCmSt,ピュ

ｰジョソクラスト)が付いていることである.ピュ

ｰジョソクラストは星のカゲラ(地球外物質)が地球

の引力に引かれ,地球大気に突入するとき大気との

摩擦で高温どたり,その表面が溶ける(これがいわ

ゆる火球である).地上に落下(衝突)した限石は急

速に冷やされ溶けた表皮は厚さ1mm前後のガラ

スとなる.典型的な明石はピュｰジョソクラストが

明石の表面全体をおおっている(3ぺ一シロ絵1).

色は一般に黒～黒褐色.しかし限石種(正確には組

成,主にFe量)により様々である.コンドライト

は黒～薫褐色,エコソドライトはガラス光沢の黒

(口絵2),斜長岩質月限石はアメ色(口絵3),炭素

質瞑石は真黒(写真1)と言うふうにバラエティがあ

る､なれてくるとピュｰジョソクラストの色により

贋石種の識別が可能とたる.南極隅石の場合は風蝕

され,極端な場合は全体の1%ぐらいしかピュｰジ

ョソクラストが残っていない場合もある.逆にこれ

も一つの利点で,南極明石はピュｰジョソクラスト

も内部も同時に観察でき(例えば口絵2,3),識別が

一層し易くなる･また,ピュｰジョソクラストが全

くない場合は識別に悩まされることになる.

一方,地球の岩石でも形カミ九みを帯び,表面が黒

かったりすると“明石"ではないかと持ち込まれる

ことが多い.今まで何十個と鑑定をすることになっ

たが当たったことがない.“隈石''として代々引き

継がれてきた“家宝"が“タダの石"と判明してし

まうと,鑑定結果の報告は“死刑宣告"にもなって

しまうわけでつらい.南極の場合も現場での識別に

は悲喜こもごものことがあった.裸氷帯の黒いもの

はほとんどが明石であるが,裸氷帯の近くには例外

なく山脈の頂上(ヌナタｰク)が露出しており,ここ

から地球の岩石が供給されモレｰンを形成する.限

石探査隊は岩石の専門家だけではないので,モレｰ

ンからもいろんな石を集めてきてくれる.その大半

は地球起源の岩石ではあるが,中には秒は丸みを帯

び表面は褐色に錆びてピュｰジョソクラストに酷似

夭��㈱

写真1炭素質明石の真黒なピュｰジョソクラスト(150

�

しているものもある.特に鉄分の多い岩石(多くは

鉄鉱層に由来する堆積岩か変成岩),黒い玄武岩や

石炭も限石ときわめてまぎらわしい1また風化した

コンドライトの破片(褐色でピュｰジョソクラスト

がないことカミ多い)にウリニつのものも現場では判

断ができず,持ち帰り,日本で顕微鏡による判定と

なる.しかし素人だからとおろそかにはできない.

彼らは,疑わしきものを何でも集めてくれた.その

ことが結果として貴重な明石の発見につながってい

たことを何度も経験したからである.

3.隈石の分類と隈肩の一般的特徴

最初に限石の種類について概略する.明石の分類

は岩石と同じように最初は博物学的な分類が主体で

あったが,現在ではより本質的な性質に準拠した分

類,つまり成因に準拠した分類が受け入れられてい

る.いずれにしてもその化学組成が分類の基本にた

っていることに変わりはない.第1表に最新の明

石の分類を示す.

限石は本質的に始源的(primitive)明石と分化し

た(d描erentiated)明石に分けられる.始源的蹟石

は今から46億年前太陽系星雲のチリとガスの中で

誕生した天体から由来したと考えられている.その

代表的な隈石がコンドライトと炭素質隈石である.

一方,分化した明石は天体形成直後の火成活動の産

物(溶岩など)や45億年前頃に大規模な溶融(“マグ

マオｰシャン")を経験し,コア,マントル,クラス

トに層状分化した天体から由来したものと考えられ
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る.瞑石のほとんど全ては太陽系形成時,あるいは

その直後の年代を示し,始源的隈石も分化した隈石

も地球の岩石に比べはるかに古く始源的である.き

わめて例外的に若い形成年代を示す陶石も知られて

いるが,これらは現存する地球型惑星に由来する可

能性がある1

隈石はかってある天体(母天体と呼ぶ)の一都分を

構成していたわげであるから,隈石として落下する

までには母天体の衝突による破壊や合体だと劇的な

イベントに遭遇し,複雑な履歴をもっていることが

第1表

容易に想像できる.その履歴は隈石中の鉱物と組織

にも残されている.

陽石の分類は化学組成が区分の基準になっている

ので,鉄を主体(ほとんど鉄から成る)とする鉄眼石

(一般には唄鉄)と岩石質からたる石質隈石に大別さ

れる1これらはまたIr㎝(鉄),Stone(石)とも呼ば

れ,こちらの方が実感が伴うように思う.また鉄と

石とが半々からなるもの,これを石鉄眼石と呼ぶ.

石鉄明石は外観上地球の岩石とは似ても似つかな

い.特にカソラソ岩と金属鉄の組合せから成るパラ

明石の分類

�鉄明石(唄鉄)��ヘキサヘドライトHexahedrite(Hex)�

��1r㎝㎜eteOritgS(1rOn)�オクタヘドライト0ctahedrite(Oct)�

�(6完)��アタクサイト^taxite(Ata)�

�石鹸慣石��パラ｡サイトPallasite(Pal)�

��Stony-1I･onMeteorite≡≡�メソシデライトMesosideraite(Mes)�

�(1毘)��シデロファイヤｰSiderophyre(Sid)�

���ロｰドラナイトLodranite(Lod)�

����オｰブライト^ubrite(^ub)

分化した明石���Caに乏しい�ユレイライトUreiHte(Ure)

Differentiated���エコンドライト�ダイオジェナイトDiogenite(Dio)

MeteOriteS���Ca-Poor^chondriセes�シャシナイトChassignite(Cha)

����ホワルタイトHo榊ardite(Ho附)

��エコンドライト�Caに富む�ユｰクライトEucrite(Euc)

��^chondrites�エコンドライト�ナクライト刷akhlite(則ak)

��(7%)�Ca-richAchondrites�アンクライト^ngrite(Ang)

���(玄武岩質�シャｰコッタイトShergottite(She〕

�石質唄石��エコンドライト�

�Stony��BaSaltiC�月起源慣石(LunarMeteorites)

�MeteOriteS��Achondrites)�斜長岩質角礫岩^northositicBr.

�(Stone)���玄武岩質角礫岩Basa.ticBre㏄ia

����輝緑岩一班糠岩Diabase-Gabbro

�(93完)���

���始原曲エコンドライト�アカプル=1アイト^capuICOite(^ca)

���Primitive�ウィノナイト卿inonite(Win)

���Achondrites�プラチナイトBrachinite(Bra)

����エンスタタイトコンドライトEChondrite(E3-6,7)

�����物����

始原的唄召��コンドライト��GChondrite(C7)

PrimitiVe��Chondrites��ブロンザイトコンドライトHChondirte(H3-6,7)

MeteOriteS��(86%)��ハイパｰシンコンドライトLChondrite(L3-6)

����アンボテライトLLChondrite(LL3-6,7)

�����物��㌭�

����籏素質限石CChondrite(C1-6)

����(Cl,㎝,C0,CV,Cκ,CR)

(毘):落下頻度H,L,LL:普通コンドライト

Rlレナゾタイプ)
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ムニこ簑み･目･一禍･｡･1

写真2限鉄:ヘキサヘドライト(15.2kg)

ぐ

写真3ウィドマンシュテッテン構造,横幅5cm

サイトはなるほどこれぞ地球外物質との強い印象を

与える.

石質蹟石はコンドルｰル(写真10,11)の有無によ

ってコンドライトとエコソドライト(4ぺ一シロ絵

5～10,写真5～9)に区分される.さらにエコソド

ライトはCaに富むものと乏しいものに分けられる.

コンドライトの中で炭素質隈石は最も始源的であ

り,コンドルｰルを含むものから全く含またいもの

までバラエティｰがある.炭素質明石をコンドライ

トのグルｰプから独立させる研究者もいる.

最近コンドライト的ではあるカミコソドルｰルを全

く含まない隈石が確認され,その数も急に増えだし

た.これらをひとまとめにして始源的ユコソドライ

トとする区分案が出されている.始源内エコソドラ

イトに含まれる隈石は従来“ユニｰク明石''等と称

されたもので,ある時にはコンドライトに,ある面

からはエコソドライトとされ,また粗粒完晶質たも

のはある種の石鉄眼石に区分されたりした.これに

ついては分類上の問題点を含め紹介する.

3.1鉄眼肩(隅鉄)

鉄眼石(贋鉄)は地上の岩石とは全く異質であるた

め,また風化に対しても強靭であることから“発見

限石(ind)''として回収される確立が異常に高い.

限鉄の比重は概ね8程度なので,地上のいかなる

岩石よりも重量感があり,少々叩いたくらいでは割

れることがない.限鉄は金属鉄の塊で,含有するニ

ッケルの量から3種に分けられる.

ヘキサヘドライト4～6%Niカマサイト(α相

金属鉄),(写真

㈩

オクタヘドライト4～13%Niカマサイト十テｰ

ナイト(γ相金属

鉄),ウイドマソ

シュテッテソ構造

アタクサイト>13%Niプレッサイト(微

細なα十γ相)

唄鉄は4%以上のニッケルを含むニッケルｰ鉄合

金で,地上の蹟鉄様物質とはニッケルの含有の有無

によって明確に識別できる.唄鉄は少量のトロイラ

イト(硫化鉄鉱物,FeS)やジュラｰパｰサイトを含

む.また稀にはダイヤモンドを含むことがある.オ

クタヘドライトは唄鉄の一大特徴でもある見事なウ

ィドマンシュテッテン構造(写真3)を示す.

唄鉄はこの他に徴量元素(Ga,Ge,Ir等)による分

類,カマサイトバンドの幅など構造による分類もな

されているが,完全に統一した分類にはなっていた

いようである.かってカマサイトのバンド幅から母

天体の冷却速度が見積られた.それによるとある母

天体は100万年に1℃±の割合で冷却していった.

3.2石鉄眼眉

石鉄眼石は金属鉄と珪酸塩鉱物のほ麿等量からた

る隈石で,現在4種が知られている.どの博物館

でも必ず展示してあるのがパラサイトで,蹟石の代

表の一つである.

パラサイト(写真4):金属鉄と珪酸塩鉱物の組合

竜で,金属鉄の中にカソラソ石が斑状に入ってい

る.このような物質は地球の岩石には存在したい.

いや存在できたいといった方が正しい.な昔なら密

度に3倍もの差があるものが地球のような重力場

では均質になりえないからである.恐らくパラサイ

地質ニュｰス481号�
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写真生石鉄明石:パラサイト51g,斑状のカソラソ石

(茶色)が金属鉄の中に埋まっている

トの母天体は比較的小さな天体であった可能性があ

る.長い間パラサイトは金属鉄とカソラソ石の組合

せと定義されてきたが.最近日本隊が発見した南極

限石の中に金属鉄一カソラソ石一輝石の組合せのもの

がただ一個のみではあるが確認されている.

メソシデライト:角礫岩の一種でホワルタイト母

天体に隈鉄カミ衝突し,両者がかくはん混合したもの

とされている.よって鉱物組合せは金属鉄一輝石一斜

長石で,衝突時のエネルギｰで多かれ少なかれ慈変

成をこうむっている.

シデロファイヤｰ:金属鉄一斜方輝石一トリディマ

イト(Si02)からたる限石で世界に1個しかなく,

私も見たことがたい.

ロｰドラナイト(3ぺ一シロ絵4):金属鉄一カソ

ラソ石一輝石の組合せで,粗粒完晶質岩である.ロ

ｰドラナイトは1868年パキスタンのロｰドラム地

方に落下した新種の限石が唯一のもので,それにち

たんだ名前とたっており長いこと一種一個の限石で

あった.1979年に日本隊が南極で第2番目のロｰ

ドラナイトを発見,現在これに属するものが数個知

られて,組成や組織にも多様性が見られるようにな

った.

石鉄明石は落下と発見を合わせても1%強で,明

石の中では少数派である.しかしそれらの鉱物組合

せや組織の特異性は惑星移成のシナリオを描く時に

無視できない存在である.

3.3エコンドライト明石

工コソドライトは一種の火成岩である.それ故,

地球の火成岩と類似点が多い.エコソドライトは惑

星誕生直後に母天体表層の火成活動で形成されたも

ので,初期地球の進化を知る上でも貴重た試料であ

る.エコソドライトはCaに乏しいものと富むもの

に2分され,後者は地球の玄武岩に似ているが,

前者の形成環境はかなり特殊であると考えられる.

オｰブライト(写真5):ほとんどMg輝石(エン

スタタイト)から成る.Fe一成分は金属鉄に入り,

この限石は強い還元環境下で形成されたことを示し

ている.

ユレイライト(口絵5):粗粒のカソラソ石と単斜

輝石からたり,粗剛こ炭素を含むことで特徴づけら

れる.ダイヤモンドを含むことでも知られ,このダ

イヤモンドの成因に関し長い論争があった.つまり

ユレイライトのダイヤモンドは大きい母天体の内部

で形成されたとする説と,明石衝突による高圧でで

きたとする説である.現在は後者の方が有力である

が,最近気相成長したダイヤモンドが原始太陽星雲

中に普遍的にあると言う研究もあってその成因は混

沌としている.一方,ユレイライト自身の成因に関

しても集積岩説,部分溶融の溶け残り説,炭素質明

石(炭素質コンドライト)の衝突説たどがあって決着

していたい.

HED明石:成因的に深い関連のある3種の限石

“ハワルタイト(H)一ユｰクライト(E)一ダイオジナ

イト(D)''の頭文字をとってHED明石と呼ぶ.ユ

ｰクライト(写真6)はピジョン輝石と斜長石より成

る一種の玄武岩で,母天体表層で固化した岩石であ

る.組織は比較的深部で結晶固化したことを示す中

粒一細粒の完晶質岩(口絵6)から,溶岩流であるこ

とを示すものまである.しかし,多くのユｰクライ

トは角礫化している.ダイオジナイトはマグネツウ

ムに富む斜方輝石からなる超塩基性岩の一種で,完

晶質岩(口絵7)から角礫岩(写真7)まである.ハワ

ルタイトはユｰクライトとダイオジェナイトが混合

した典型的な角礫岩(写真8)である.

SNC明石:“シャｰコッタイト(S)一ナクライト

(N)一シャシナイト(C)"は火星起源と言われる隈石

で,いずれも13億年前の年代を示し,地球規模の

母天体表層でできた火成岩の特徴を示している.ア

ランヒルズで私が発見したALH-77005限石(シャ

ｰコッタイト)(口絵8)はそれに含まれる極微量の

気体組成が火星大気の組成に近いことも分かってい

る.もし,13億年がこの隈石の結晶･固化年代で
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写真5エコソドライト:オｰブライト,一種の角礫岩

��

写真7エコソドライト:ダイオジェナイト,典型的な角

礫岩の顕微鏡写真(幅13.6m狐)

写真8エコソドライト:ハワルタイト,角礫状を示す顕

微鏡写真(幅17,3皿m)

写真6エコソドライト:角礫質のユｰクライト1219

あるとすれば,この隈石の母天体は少なくとも13

億年前まで活動していたことになる･このような天

体を地球近傍に求めるとすれば火星か金星にたる一

残念だがら月は30数億年前に火成活動を停止して

しまったので,この明石の母天体にはなりえたい.

アソグライト:1869年ブラジルに落下したもの

が最近重で唯一の明石で,45.6億年と最古の年代を

示す.Caに著しく富む輝石からなる超塩基性岩の

一種で少量のカソラソ石とスピネルを含む大変特異

な限石である.長いこと唯一(一個一種)の隈石であ

ったが最初の隈石から約120年後に南極で2番目が

発見された.1986年～87年アメリカ隊は昔スコッ

トが極点旅行の時通ったベアポモア氷河の近くでこ

れを発見.その時私もこの隊のメンバｰだったの

で,発見老の一人ではあったが,その時までアソグ

ライトなるものを見たことがたく,どの限石がそれ

だったのか全く覚えていない.翌年もアメリカ隊は

第3番目のアソグライト(わずか0.6g,大豆粒大の

写真9エコソドライト:月明石Yamato-791197,53g

大きさ)を発見.第4番目のアソグライトは日本隊

があすか基地近くで発見した11g(口絵9)のもの.

発見当時変わった限石とは思ったが,現地ではどん

な種類か分からなかった.この明石発見後に探査隊

はクレバス転落の大事故にみ'まわれ,採集した

2,000個あまりの限石を持ち帰れるかどうか危うか

った.このアソグライトはその中の一つである.

現在4個のアソグライトが知られているが,こ
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写真10コンドルｰル:風化した破面を埋める丸い粒子

がコンドルｰル(横幅3cm)

写真11カソラソ石からなる典型的なコンドルｰルの顕

微鏡写真,コンドルｰルの直径3.6mm

れらは岩石学的タイプが異なり,超塩基性岩的なも

のから溶岩と思われるものまである.おそらくそれ

らはそれぞれ別個に落下したものであろう.いずれ

にしてもアソグライトは太陽系の中で最古の年代を

示し,この明石から惑星誕生直後の世界が明らかに

されるかも矢口れない.

月隈石:1979年日本隊は3,700個を越すかつてた

い大量の南極限石を採集した.この中に月から飛来

した明石が含まれていた(口絵10,写真9).この蹟

石が月起源と判明した最大の理由は米国が回収した

r月の石｣に類似していたことである.その後の詳

しい研究からこの限石は月高地由来の“斜長岩質レ

ゴリス角礫岩''と判明した.現在月明石は12個確

認されているが,このうち7個を日本が,残り5

個を米国が所有する(このうち1個はオｰストラリ

ア産).12個の月限石は少なくとも9回の落下であ

ることは確かで,岩石学的には第1表のように大

きく3種に区分される.

月明石は新種の明石で南極限石探査の最大の成果

である.筆者は月明石が最初に発見されたやまと山

脈にちなんでこの隈石に対し``Yamatorite"と言う

新名称を提案したが,今までにこの名前を使ってく

れたのはある外国人一人だけである.まあ名前はそ

のものズバリの｢月明石｣で十分であるかも知れな

い.月明石の最大の重要性は現存する天体からその

一部が陳石として飛来することが初めて実証された

ことである.よって,他の実在する天体から“物"

がやって来ることも不可能ではなくたった.火星の

石も金星の石ももはや夢ではない.もし2～5億年

の固化年代を示す隈石が見つかれば金星由来の可能

性が非常に高い.今後も隈石探査を継続実施するこ

とがこの夢を現実のものにする一番の近道となるで

あろう.同時に我々は新しい見方で既存の限石を再

チェックすることも急がねばならない.

3.4コンドライト明石

46億年前原始太陽をとりまいていた希薄たチリ

とガス(原始太陽系星雲)から最初に晶出したのがコ

ンドルｰルである.コンドルｰルの成因はコンドラ

イト明石の成因そのものであり,一言では論じられ

ないカミ,第1表からも分かるようにコンドライト

は明石の大半を占めているので,コンドライトの解

明なしに明石の解明は有り得ないと言えよう.コン

ドルｰルは日本語では“球穎"あるいは“球粒"(写

真10,11)と呼ばれ径数mmの球体で,カソラソ石,

斜方輝石と石基(ガラス)から成り,この物が一度液

体状にあったことを示している.コンドノレｰルが金

属鉄やトロイライト,マトリックスと一緒に集積し

最初の天体(徴惑星)を作ることになるが,これがコ

ンドライトの母天体に相当しよう.しかし,徴惑星

は1,000億個以上も形成されたと言われ,それらは

互いに衝突･合体を繰り返しより大きな天体(原始

惑星)に成長していった.

典型的なコンドライトは写真10のようにコンド

ルｰルの集積そのものであるが,コンドライト母天

体が成長すると,天体自身の熱(A1同位体の崩壊勲

や収縮勲)により一種の勲変成作用を受げコンドル
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一ルの輪郭が不明瞭にたり,ついには消失してしま

う.一方マトリックスは粒度を上げ,コンドルｰノレ

の結晶と区別できなくなる.このようた変化を岩石

学的タイプξ呼び低いもの(最も始源的)をタイプ

3とし,変成度の増加にしたがって岩石学的タイフ

垂,5,6,7となる.タイプ7はコンドルｰルはない

が,コンドライト的なものに相当する.しかしタイ

プ7に相当する隈石は定義上(コンドルｰルが恋

い)ユコソドライトに区分すべきとの主張もある.

これが後述のプリミティブエコンドライトと称され

るグルｰプで,南極限石の発見によって浮かび上が

った問題の一つである.

話を元に戻そう.第1表のようにコンドライト

は組成から4つの化学的グルｰプに分けられる･

炭素質限石(コンドライト)は特殊でこれについては

別途説明するが残りの4グルｰプのうちH,L,LL

コンドライトは最も普遍的たもので普通コンドライ

トと呼ばれる.コンドライトに含まれる金属鉄の量

はHコンドライト(多),Lコンドライト(少),LL

コンドライト(ごく少)で明瞭な差があり輝石中の

Mg量はこれと逆になる.EコンドライトではMg

は輝石に,Feはすべて金属鉄に入り還元環境で形

成されたことを示している.このためEコンドラ

イトは非常に特殊た鉱物を含んでいる･以上のよう

にコンドライトは4つの化学的グルｰプと5つの

岩石学タイプの組合せにより細分される､

3.5炭素質明石(炭素質コンドライト)

炭素質限石は炭素,水,硫黄など揮発性物質を含

む一群の明石を指す.炭素質隈石は隈石の中でも最

も始源的で,原始太陽系星雲がそのまま固化したよ

うな組織と組成をもつもの(C1)から,コンドルｰ

ルを含み組織的にはコンドライトに分類されるもの

(C2,3,4,5)まである.C3,4,5はコンドライトの

岩石学的タイプに対応し,変成度が高くたるにした

カミってコンドノレｰル組織も不明瞭とたる.一方C1

はC3→C2→C1と変質が進行した結果とも言われ

るが,C1は3～4%の炭素,～20%の水,6%の硫

黄を含み鉱物はすべて低温の含水珪酸塩なので,こ

れを単に変質だけで説明が可能だろうか一

炭素質明石は炭素と水を含む(特にC1とC2に多

い)ため,有機物の検出が試みられ,南極産炭素質

明石の中から10数種のアミノ酸が同定された.分

析は汚染に十分配慮され無菌室で行われており,結

写真12始原曲エコソドライトの顕微鏡写真(幅9.3㎜m).

比較的粗粒な完晶質岩.エコソドライトに比べ

るとコンドライト的ではあるがコンドルｰルは

含まない.

果は十分信頼できるものであるが,問題はこのアミ

ノ酸が何を物語るかと言う点である.炭素質明石は

46億年前に固化したものでこれに含まれるアミノ

酸も当時のものである.現在このアミノ酸は“化学

進化''によるもので直接生命に結び付くものとは考

えていたいが,生命の“先駆物質"が太陽系誕生時

にすでに存在していたことは重要である一現在隈石

中のアミノ酸と生命発生までには約5億年の空白

があるが両者の隔たりは狭まりつつあり,“生命の

起源''の解明に隈石の果たす役割はますます大きく

放っていると言えよう.

3.6プリミティブエコンドライト(始源内エコンド

ライト)

数が増すと変わり種カミ出てくるのは自然であろ

う.少数の時はマイナｰで片付けられてしまった

が,その数も多くなると,それなりの地位(領域)を

与えなげれぱたらない.隈石の場合も例外ではな

く,大量の南極限石の中にぞくぞくと変わり種が見

つかった.これら変わり種の1つがプリミティブ

エコンドライトである.現在のところ誰もが納得し

ているわげではたいが,十分に分類できないグルｰ

プとしてこれらカミ区分されている一具体的にはコン

ドルｰルを含まないコンドライト的明石,さりとて

々グプから結晶したエコソドライトの組織とも大き

く異なる.その代表的たものカミ,虹H-78230(写真

12)である.この明石の鉱物はコンドライトと全く

同じでカソラソ石一輝石一斜長石一金属鉄一トロイライ
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トの組合せで,組成はEコンドライトとHコンド

ライトの仲間である.このような仲間領域の限石は

非南極明石の中からも同定され1グルｰプとして

の地位を確保しつつある.しかし,問題は2つあ

って,1つはこのグルｰプの明石は成因的にコンド

ライトとエコ･ソドライトとどのような関係にあるの

か,あるいはないのか.他は前者とも関連するが,

このグノレｰプが隈石全体の中でどのようた意味を奉

っものであるかである.単に変わり物,珍しいもの

と言うだけではなく,このグルｰプから何か新しい

発見･発想ができるのではないかとの期待が重要で

ある.

4.限石(種)はこれだけなのだろうか

明石は地球以外の太陽系構成物質の全てを網羅し

ているのであろうか.もしそうで淀いとすると,我

六はごく限られた片寄った情報を基に太陽系の成因

を論じていることになるからである.地球の岩石に

比べ明石は一見多彩に見えるが種類は限られてい

る･これは蹟石母天体の進化が初期段階で止まって

しまったためであろうか?逆に隈石から地球を見る

と地球を構成している物質,例えば固体無機物質だ

けを取って見ても無限に近いものがある.そしてそ

れらは刻一刻形成,変化,消滅,再生を繰り返して

いる.正に生きている天体ならではのことである.

明石の元となった母天体もかつては進化の経験を経

たはずで,これらはどのような進化をしたのであろ

うか.我々はわずかな蹟石でしか瞑石母天体の進化

を論じられないが,それで十分なのだろうか,いや

決してそうではなかろう.隈石母天体もその進化の

中でもっといろんな種類の岩石が形成されたのでは

たかろうか.もしそうだとすると,現在確認されて

いる以外の明石種が存在する可能性カミある.天体の

進化の面からみても新種の隈石,特に新しいエコソ

ドライトの発見が大いに期待される.

一方,隈石は太陽系のものだげたのだろうかと言

う疑問も生じよう.もしかしたら太陽系外の物質を

見ている可能性も否定できない.ただ,それをどの

ように同定･識別するか,あるいはできるかであ

る.もし,46億年より古い“限石"が見い出され

ればその可能性は非常に高いと言えよう.また,原

始太陽系星雲を構成する固体の``チリ"は太陽系の

先駆物質と言われるが,これは何者で何時どこでど

のようにして形成されたのであろうか.太陽系には

まだまだ謎に包まれた部分が残っている.

5.おわりに

隈石の種類について足早に紹介したので,各明石

種についてその隈石の学問的重要性やその中でのバ

ラエティｰ,さらには他の明石との成因的開運につ

いては十分説明できなかった.蹟石の多くは一枚の

薄片で学位論文が書けるほどの情報を含んでいるの

で,だまし深入りしない方が身のためかも知れたい

し,かなり身を入れて研究しなげれほ明石研究の本

当のおもしろさには到達しないであろう.一般には

珍しいもの程度の理解で終ってしまうのではないだ

ろうか､南極噴石の発見を契機に日本での惑星科

学,明石科学研究が大きく伸展したし,研究者数も

著しく増加した.特に若手が興味を持つようになっ

て来た.一方これは“現場離れ"に拍車をかげたき

らいがあるが,すでに20年研究市場は落ち着いて

きたのかも知れない.今はさらなる伸展を模索する

時でもあろう.

r南極明石は税金で採って来たもの,私ももらう

権利がある.｣と,日本のある高名な噴石研究者に

言われたことがある.沢をつめ,岩を登って岩石を

.採集していた地質学者の私にとって,この発言は暴

言以外の何ものでもない.しかし今ではこの世界に

身も心もどっぷりとつかってしまった1ときどきふ

と昔に帰り,やり切れなく空しい思いにかられるこ

とがある.
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